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下水道場２年目を迎えて

研鑽
先進事例の紹介、現場見学などの実施
ディスカッションを通じた問題意識の共有、「話す力」、「聴く力」、「議論する力」の育成

成果
開催会ごとにHP上で成果を公開、広く共有
各都市の「事例集」や、ディスカッションの結果をまとめた「提言集」等の作成

平成26年度の下水道場テーマ
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参加者の拡大と要望の反映
全国から参加意思を持つ下水道職員（若手主体）を募りメーリングリストを作成（137人登録）
参加者の要望を反映すべく、登録者とその上司に事前アンケートを実施

【平成26年度第1回 事前アンケート結果】



開催概要

テーマ「環境教育」

開催日時：平成26年7月23日（木）13時30分～17時
開催場所：インテックス大阪 ６号館２階会議室F （下水道展’14大阪会場）
参加者数：自治体61名（都道府県10名、政令市27名、一般市22名、公社2名）

関連法人2名、土木研究所2名、日本トイレ研究所1名

１．開催挨拶
国土交通省下水道部下水道企画課課長補佐 茨木 誠

２．模擬出前授業
挨拶：公益社団法人日本下水道管路管理業協会

会長 長谷川健司氏
講師：管路管理総合研究所 宮原 茂氏

金 千春氏

３．ディスカッション
「持続的かつ効果的な環境教育のあり方について」

(1)先進事例紹介
大阪市建設局下水道河川部調整課 石川 尚氏
浜松市上下水道部下水道工事課 松下裕明氏

(2) 下水道環境教育の現状と課題
国土交通省下水道部下水道企画課 大上陽平

内山輝義
(3) 班別討議

プログラム
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平成26年度第１回下水道若手職員によるネットワーク（下水道場）



疑似出前授業

伝える技術

下水道の役割や身近な水環境との
関わり、日常生活での下水道の使
い方などを、子供たちに「やさし
く」、「楽しく」、「印象的に」
伝える技術を、管路管理総合研究
所が実際に行っている出前授業を
体験することで学習。
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管路管理総合研究所による疑似出前授業

実験

ティッシュペパーとトイレットペ
ーパーの溶け方の違いを実験。こ
れも、分かりやすく、印象に残る
授業のコツ。参加者が自ら体験す
ることにより、自分たちの行動と
水環境を繋げて考えられるように
なる。



先進事例発表

大阪市「水の流れツアー」

大阪市の環境教育の取り組みを紹
介。水探検隊「水の流れツアー」
は、家庭で使った水が再び自然に
かえるまで、一連の流れを追いな
がら見学してもらうもの。年２回
（８月、10月）開催。
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全国の先進事例

浜松市「姿の見える下水道」

市の下水道ビジョンに「姿の見える
下水道」を位置づけ、みんなの下水
道教室、みんなの下水道コンクール
、はままつ下水道新聞等の取り組み
を推進。下水道教室は市内９割以上
の学校に定着している。



課題
①学習機会の不足

・学習指導要領（小学校社会科）に「下水
道」の記述が無い。

・下水道を教えられる先生が少ない。
②自治体における予算・人・ノウハウの不足

・下水道場の参加者に事前アンケートを実
施。ノウハウの課題は、「わかりやすい
説明ができない」、「担当職員への継承
が難しい」、「教育に精通した職員が少
ない」などの意見が挙がった。

現状と課題
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下水道環境教育の現状と課題

現状
①地方公共団体や民間企業等の団体が個別に施設見学や出前講座などを実施。

⇒ 好事例は国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）にて表彰
②小学校カリキュラムへの導入促進

・冊子「みんなの循環のみち下水道」（新学習指導要領に準拠）
・循環のみち下水道環境教育助成金、ポータルサイトなど

0

10

20

30

40

50
下水道環境教育の課題
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（回答61人、複数回答あり）
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今後に向けて
参加者の事前アンケートでは、下水道教室の一般市民への展開、手作りの取り組み、
他都市との連携、小学校教員へのＰＲ、職員の意識改革、などの声が聞かれた。
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ディスカッション

テーマ「持続的かつ効果的な環境教育のあり方」

地域の特性や取り組み、課題などを踏まえ、
「どうしたら効果の高い環境教育を行えるのか？」
「どうしたら持続できるのか？」 を議論

6８班に分かれて議論（持ち時間50分）

各班の発表を参加者自らが審査・投票

水の天使も来場



発 表

１班
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持続的

定期的出前講座

同じ資料の共有同じ資料の共有

プ ロプ ロ

効果的

外観、臭いなどの五感外観、臭いなどの五感

人的・予算制約解消人的・予算制約解消

環境を守る大切さ環境を守る大切さ

先生への教育先生への教育

五感に訴える体験や、資料等の共
有による人・予算の負担減などを
ポイントに発表



・現場ツアー

・出前講座

・他部署と連携

したイベント

積極的な
売り込み

先生対象

持続的で
効果的な
環境教育

発 表
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オレたちが下水道を見えるようにする。

２班



発 表
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３班 最優秀

・下水道の現場体験（汚い所を見てもらう）
・各自治体毎の問題点をまとめる
・下水道が無くなったら！！〔守れ 下水道〕

効果的
管理者

ユーザー

（トイレが使用できない、被災体験などでインパクトを！）

データベース化し、持続的な環境教育

事例、課題など

【最優秀賞】評価ポイント

・データベース化によって、効果的
な事例を共有でき、実績の集計も
図れる。

・インパクトのある体験が分かりや
すさにつながる。

マニュアル
ＤＶＤ
アンケート
etc.



持続的

専門団体などに委託

マニュアル化するマニュアル化する

効果的

中高大学生向けに実施

⇒ 職場体験型

⇒ 内容の高度化

⇒ キッザニア

中高大学生向けに実施

⇒ 職場体験型

⇒ 内容の高度化

⇒ キッザニア

発 表
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４班

インターンシップ、キッザニ
アなど、小中高大学を通じた
環境教育等を提案



発 表
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５班

効果的持続的

取り組み 課 題

あり方
子どもからおとなへ

広がる教育

○人的制約

○予算制約

○職員の意識

○お金をかけず身近なものを活用
○心に残る

○出前講座

○施設見学

○人員の確保

○的確な引き継ぎ

○小学校カリキュラム
への導入促進

「心に残る」教育によって学習効果
を高める。また、身近な素材を活用
して経済的な負担をやわらげるとと
もに、人材の確保と引き継ぎにより
持続性を担保する。



発 表
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６班

持続的かつ効果的な環境教育のあり方

○ ワーキンググループを立ち上げる
○ きっかけづくり
○ 下水道への興味を持たせる
○ 他市のイベントに参加できるようにする
○ 職員のやる気を出させる
○ 講師はプロに任せる
○ 教育委員会とのタイアップ



発 表
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７班

待望の映画化！

『地下の戦士
主演…水の天使

』



○処理センターを会場とした一般イベント
（コンサート、美術展等）
○ゆるキャラ
○芸能人起用
○水の天使

発 表
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８班

○小⇒中⇒高 教育としての継続性
○マクロからミクロへ
（部門ごとに専門性のある内容）
○お母さん対象のエコクッキング教室
（ビストロ下水道）

出前講座

キャラバン

企画・イベント

スタンプラリー 現場ツアー 水陸両用車

他部門と連携
先生を育てる
学校の先生向けＰＲ
（処理センターの合同見学の実施）

教育委員会との連携
（下水道出前講座の実施協力等を依頼）

学 校

課題：予算
新下水道ビジョンの推進に対する
位置づけを前面に押し出し確保



事例集

15

平成26年度のテーマ「研鑽と成果」に基づき、成果の１つとして事
例集「環境教育の取組みについて」を作成し、参加者に配布した。

【事例集の構成】

全国59の都道府県・市町村および、日本下水道事業団、土木研究所の事例を集約。
以下の項目について整理した。
① 環境教育に関する取組みの概要、創意・工夫している点
② 課題・困っていること（予算制約、人的制約、ノウハウ不足、その他）
③ 今後に向けて（計画・企画していること、夢、活動方針等）
④ 他都市に聞きたいこと・自由意見

下水道場への期待として「ネットワークづく
り」に対する要望が高いことから、道場生137名
のリストを作成して配布した。
所属や連絡先等のほか、プロフィール（職歴）、
我がまち・我が団体の下水道自慢、自由メッ
セージなどを記載している。

平成26年度道場生一覧



アンケート

アンケート集計結果

下水道場開催後、参加者に対してアンケートを実施した。有効回答数は60であった。
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参加の感想Ｑ１

下水道場に参加した感想を尋ねた。「非常に有意義であった」が37名
（62％）、「概ね有意義であった」が23名（38％）であり、「どちらともい
えない」や「有意義でなかった」と答えた参加者は皆無であった。

「非常に有意義で

あった」 37名, 62%

「概ね有意義で

あった」 23名, 38%

参加の感想



アンケート

特に良かった内容Ｑ２

特に良かった内容を尋ねた（複数回答可）ところ、「模擬出前授業」が最も多
くの支持を集めて37名（62％）。これに「グループディスカッション」34名
（57％）、「事例紹介（大阪市・浜松市）」21名（35％）、「発表」５名
（８％）が続いた。「その他」を選んだ１名は、「つながり」と回答した。

17※複数回答可
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「もっと長くても良

い」 14名, 24%

「ちょうど良い」

43名, 58%

「もう少し短いほう

が良い」 1名, 2%

会の時間について

アンケート

会の時間についてＱ３

会の時間について尋ねたところ、総回答数の58％に当たる43名が「ちょうど
良い」と回答。「もっと長くても良い」は14名（24％）、「もう少し短いほ
うが良い」は１名（２％）だった。
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「参加したい」

59名, 100%

次回の下水道場について

アンケート

次回の下水道場についてＱ４

次回の下水道場の参加意思について聞いた。
この項目に記入した59名全員が「参加したい」と回答した。
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アンケート

代表的な意見・要望・感想Ｑ５

〈疑似出前授業に関して〉
○管路管理総合研究所の出前授業を聞けてとても参考になった。
○出前講座では子供への説明に苦慮するので参考になった。（子供に伝わる単語等）

〈事例紹介に関して〉
○他都市の取組みを知ることができて有意義だった。
○各都市の取組み事例を事前に配布してほしかった。
○是非データベース化してほしい。

〈グループディスカッションについて〉
○他都市の方の意見を知ることができて良かった。
○考え方の違いや視野の違いに大変刺激を受けた。
○若手で集まり、議論できたのが有意義だった。
○ディスカッションの時間やコミュニケーションを取る時間がもっとほしかった。

〈全体を通して〉
○日頃の業務として無関係の教育という分野をテーマに扱ってもらい、全く違った

視点から下水道を見直すことができた。
○今後も参加して自己研鑽に活かしていきたい。

〈今後の要望等〉
○昨年に続いて、東京都の下水道技術実習センターで実施してほしい。
○テーマを事前に提案いただき、その中から選択させてほしい。



次回開催に向けて

平成26年度は「研鑽と成果」を柱に実施していく。
研鑽については参加者の声を反映しつつ、実習や現場の体
験を採り入れていく方針。
成果に関しては、事例の蓄積・共有などに努めたい。
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参加者リスト

１班
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氏 名 所 属 団 体 部 署 ／ 役 職

片岡 徳人 北海道 建設部まちづくり局都市環境課

塚本 洋介 さいたま市 建設局下水道部下水道計画課

坪﨑 裕幸 神奈川県藤沢市 下水道施設課

廣瀬 勝康 静岡市 下水道計画課

中岡 優亮 (公社)愛知水と緑の公社 下水道部管理課

松本 龍 大阪府 都市整備部下水道室

吉家 礼 岡山県倉敷市 環境リサイクル局下水道部下水建設課

柿原 朗宏 福岡県みやま市 上下水道課下水道係

武田 文彦 土木研究所 水環境研究グループ 水質チーム

２班
氏 名 所 属 団 体 部 署 ／ 役 職

石川 賢 札幌市 下水道計画課

八代 達也 千葉市 下水道計画課

藤元 崇 富山県富山市 上下水道局下水道課

松下 裕明 浜松市 上下水道部下水道工事課

畔柳 裕充 (公社)愛知水と緑の公社 下水道部豊川事業所

金井 容秀 大阪市 建設局下水道河川部調整課

広森 源太 広島市 下水道局計画調整課

井石 政伸 長崎県長崎市 上下水道局事業部下水道建設課

加藤 篤 日本トイレ研究所



参加者リスト

３班
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氏 名 所 属 団 体 部 署 ／ 役 職

三國谷 弘明 北海道苫小牧市 上下水道部下水道計画課

古橋 究都 千葉市 下水道計画課

窪田 光作 石川県金沢市 企業局建設部建設課

石黒 雄紀 愛知県 建設部下水道課

諸岡 博史 三重県 県土整備部下水道課

石川 尚 大阪市 建設局下水道河川部調整課

二川 卓矢 広島市 下水道局計画調整課

神埼 陽介 熊本市 上下水道局下水道整備課

４班
氏 名 所 属 団 体 部 署 ／ 役 職

中沢 達也 仙台市 下水道調整課

小西 純平 横浜市 管路保全課

南 寿佳 福井県福井市 下水道部下水管理課

鈴木 直也 愛知県 建設部下水道課

後藤 泰孝 京都府 文化環境部水環境対策課

原田 佑一 堺市 三宝下水処理場

中久保 祐典 広島市 下水道局管路課

木村 健士朗 熊本市 上下水道局計画調整課



参加者リスト

５班

24

氏 名 所 属 団 体 部 署 ／ 役 職

髙橋 健太 仙台市 下水道計画課

塩谷 文彬 川崎市 下水道計画課

栁澤 和弘 長野県 諏訪湖流域下水道事務所管理課

田邉 靖大 名古屋市 上下水道局下水道計画課

竹内 智哉 京都府 文化環境部水環境対策課

下村 卓也 大阪府池田市 上下水道部経営企画課

中山 喜晴 広島県福山市 上下水道局工務部下水道建設課

甲斐 惣太 宮崎県 県土整備部都市計画課

６班
氏 名 所 属 団 体 部 署 ／ 役 職

泉田 恒光 秋田県秋田市 上下水道局下水道整備課

眞鍋 祥 川崎市 下水道計画課

伊藤 孝雄 長野県千曲市 建設部下水道課

大橋 良 愛知県岡崎市 下水工事課

福田 浩史 京都市 上下水道局下水道部設計課

村井 悠治 大阪府枚方市 下水道整備室

豊田 真彦 広島県福山市 上下水道局工務部下水道施設課

金子 由美 日本下水道事業団 東海総合事務所施工管理課



参加者リスト

７班
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氏 名 所 属 団 体 部 署 ／ 役 職

武井 長閑 埼玉県 下水道管理課

中島 健 神奈川県横須賀市 上下水道局技術部下水道管渠課

西尾 友宏 岐阜県瑞浪市 瑞浪市浄化センター

加藤 靖人 愛知県春日井市 上下水道部下水建設課

森 幹太 京都市 上下水道局下水道部計画課

白神 有基 神戸市 建設局下水道河川部計画課水質指導係

片山 秀雄 日本下水道事業団 東日本設計センター計画支援課

白水 千穂 福岡市 下水道計画課

８班
氏 名 所 属 団 体 部 署 ／ 役 職

大和谷 敦史 さいたま市 建設局下水道部下水道計画課

日向 隼人 神奈川県藤沢市 下水道施設課

滝川 将宏 静岡市 下水道計画課

前岨 宏明 愛知県豊田市 上下水道局下水道建設課

左近 政孝 京都府舞鶴市 下水道建設課

松尾 一樹 奈良県斑鳩町 上下水道部下水道課

北川 啓一 北九州市 下水道計画課

桜井 健介 土木研究所 材料資源研究グループリサイクルチーム


